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【公表】事業所における自己評価総括表（児童発達支援）

○事業所名 スタジオそら鶴見

○保護者評価実施期間
2025年　11月　10日 ～ 2025年　11月　30日

○保護者評価有効回答数
（対象者数） 20 （回答者数） 15

○従業者評価実施期間
2025年　11月　13日 ～ 2025年　11月　30日

○従業者評価有効回答数
（対象者数） 7 （回答者数） 7

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　17日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1
個別療育という支援方法で、お子様一人一人にあったプロ
グラムを組み立ててマンツーマンの支援を提供しているこ
とです。

日々のお子様と保護者様とのコミュニケーションや活動を
している中でお子様の興味・関心を探し、楽しく活動に参
加ができるように工夫しています。また、年齢・発達段階、
個人の得意・不得意から一人一人にあった支援を考え、
成長に繋げられるようにと考えています。

引き続き、保護者様とのコミュニケーションをフィードバッ
ク時以外にも積極的にとり、お子様への理解を深められ
るように努めていきます。スタッフ間での情報共有を丁寧
に行い、一歩ずつの成長を伸ばしていけるようにスモー
ルステップをスタッフ全員で繋げていけるようにします。

2 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境、こども達の
活動に合わせた空間となっていることです。

毎日の清掃にて、裸足で活動に参加されるお子様にも快
適にご利用いただけるように清潔を保てるように心がけて
います。
また月に一度クレンネスの日を設け、チェックシートを活用
し、電子機器や空調・細かい部分の清掃も行っています。

引き続き、快適にご利用いただけるように清掃を行いま
す。
また、道具の整理整頓等も行い、お子様が過ごしやすい
環境づくりを行います。
経年劣化等もお子様に安全にお過ごしいただけるよう早
めに処置をいたします。

3 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしていることです。

限られた空間ではあるが、フィードバック等でのお子様の
情報をお話しする際は、利用者様同士の距離を確保する
ようにしています。
一定の距離を作ることで話しやすい空間づくりを意識して
行っています。

今後も、可能な限り配慮をし、安心して通所いただけるよ
うに心がけます。事前の打ち合わせ時に、距離を確保で
きるようにスタッフ全員で使用する位置の共有を行いま
す。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 フィードバックの内容精査・相互理解ができているかの確
認が毎回行えていないことです。

フィードバックの際に支援計画の項目と合わせて、本日の
お子様のご様子についてお伝えする等行っていますが、
フィードバックの時間が短時間のため、利用者様とスタッフ
間で説明内容の相互理解ができているかの確認が足りて
いないことがあります。

説明後、共通理解ができているかの確認を行うよう心掛
けていきます。
また、どのスタッフからでも支援の内容・意図が利用者様
に簡潔に伝わるよう、スタッフの指導・育成を行っていきま
す。

2
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境、ま
た事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化
や情報伝達等への適切な配慮が課題だと思います。

お子様に分かりやすいように各部屋に扉・張り紙があり、
構造化された環境づくりを行っています。
一部建物の構造上、バリアフリーとはいえない箇所もあり
ます。
掲示物について、保護が足りておらず劣化が見られる部
分がみられます。

お子様との活動の際に配慮が必要な場合は、スタッフが
様子を見てお手伝いをし、安全にお過ごしいただけるよう
に配慮をいたします。掲示物の劣化については、定期的
に確認をし、更新・処置をいたします。

3
ご家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ
ング等）やご家族が参加できる研修などの情報提供を行っ
ていないことです。

家族支援プログラムの体制は整っておりません。
そのため、個別に相談や助言等の支援をおこなっていま
す。

プログラムとしてのペアレントトレーニングは現在実施して
いないため、今後保護者ニーズを把握し必要に応じて検
討いたします。



（別紙４）

【公表】保護者等からの事業所評価の集計結果（児童発達支援）

事業所名 スタジオそら鶴見
公表日 2026年　3月　1日

利用児童数 20 回収数 15 回収率 75.0%

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 13 2 0 0

・人数に対する広さは十分だと思う。
・こどもによって走り回ったり、部屋から出
てきたりするため、複数人が同じ部屋で
活動をするときは、やや狭い。

各部屋やスペースの使い方を工夫しな
がら、安全に配慮した効率的な活動が
実施できるよう努めてまいります。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 15 0 0 0

・マンツーマンで手厚く対応していただ
いている。
・先生方の異動があるので先生のレ
ベルのバランスが気になる。

法令上の配置基準を満たしておりま
す。職員の欠勤がある際も対応できる
よう、社内で連携しております。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると
思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

11 3 0 1

・小部屋と大部屋がドアで仕切られて
るのでわかりやすいと思う。
・場所案内の掲示物が傷んでいること
は見受けられる。

事業所内の構造化に努めております。
建物の構造上、バリアフリーではない
箇所がございますので、何かお手伝い
が必要な場合はお気軽にお声がけくだ
さい。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

13 2 0 0
・夏場はエアコンのにおいが気になる
こともある。
・清潔感を感じている。

引き続き、清潔で心地よく過ごせる環
境を目指します。

適
切
な
支
援
の
提
供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある
支援が受けられていると思いますか。  13 2 0 0

・こちらの要望も適切に聞いてくださり、そ
れを元に療育を実施していただけてい
る。
・フィードバックの内容を、子供の様子が
より分かりやすいように、またやった事の
羅列にならない様に、やった事の話漏れ
がないように、もう少し具体的に行なって
ほしい。

社内研修の充実を図り、より支援の質
を向上できるよう努めてまいります。

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内
容と合っていると思いますか 。

15 0 0 0 ・運動支援が主で認識の齟齬なし。
・広い空間で走り回って楽しそう。

HPにて支援プログラムを公表しており
ます。お子さま一人ひとりに合わせた
支援ができるよう努めてまいります。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

13 2 0 0

・生活の困りごとを聞いてくれ、プログラ
ムに取り入れてくれている。
・計画書以外で療育後のFBはあるが、そ
の際にこちらが普段気が付かない子供
が何が苦手で今後こうしていきましょうな
どの提案が少ないかなと感じる。

引き続き、保護者さま・お子さまのニー
ズを聞き取り、必要な支援ができるよう
支援計画の立案を行います。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す
支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

11 2 0 2

・ガイドラインそのものの理解が足りず
判断つかないが、支援内容は適切と
感じている。
・ガイドラインに落とし込むのは大変そ
う。

より良い支援ができるよう、お子さまに
必要な支援内容について具体的に設
定できるよう努めてまいります。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 14 1 0 0

・計画に対しての進捗が分かりにくい
部分がある。
・支援に沿って療育を行なっていただ
けている。

打ち合わせや振り返りを行い、より充
実した支援ができるよう努めてまいりま
す。

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思い
ますか。

14 1 0 0

・イベントを開催してくれるので、本人の
興味にあわせて参加でき、体験を積むこ
とができている。
・毎回集団活動内容が新しく感じる。
・集団での取り組み（そら参観）が固定さ
れているように感じる。

引き続き、お子さまの状態にも寄り添
いながら、目的や意図に応じてプログ
ラム内容を検討・実施してまいります。

11 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこ
どもと活動する機会がありますか。

4 5 3 3
・現時点ではそのような活動は希望し
ていないため、問題はなし。
・やっているかどうか分からない。

ニーズが少ないため事業所内での交
流はございませんが、今後必要に応じ
て検討いたします。

保
護
者
へ
の
説
明
等

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等に
ついて丁寧な説明がありましたか。

15 0 0 0
・色々と質問しやすかったし、丁寧に
教えてもらえた。
・通所前に説明いただいた。

引き続き、丁寧で分かりやすい説明に
努めてまいります。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました
か。

15 0 0 0 ・十分に説明された。
・ご丁寧な説明があった。

引き続き、面談の際に丁寧な説明を心
がけてまいります。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われて
いますか。

6 4 1 4

・掲示物やそら主催の講演会案内は
メールでいただくこともあるが、直接家
族支援と結びつくかと言われると多く
ないと思う。
・家族支援プログラムはあんまりうか
がったことがありません。

プログラムとしてペアレントトレーニン
グは行っておりませんが、ご相談等あ
る場合には個別に対応しております。
今後も、何かございましたらお気軽に
ご相談ください。

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状
況について共通理解ができていると思いますか。

14 1 0 0

・活動のフィードバックの際に、日常の困
りごとや気になっていることを相談してい
る。
・毎回ご丁寧な説明をしてくださってい
る。

フィードバックの時間を設けております
が、それ以外でも何かございましたら
お気軽にご相談ください。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われています
か。

9 4 0 2
・面談や相談できる時間がもう少しあ
ると嬉しい。
・定期的に面談あり。

支援計画の更新に合わせ、定期的に
面談を行っておりますが、それ以外で
も何かご相談がある際など、お気軽に
お声がけください。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 14 0 0 1 ・職員の皆さんは良い人ばかり。
・ご丁寧に説明くださる。

引き続き、ご家族やお子さまの状況に
寄り添った支援ができるよう努めてま
いります。



保
護
者
へ
の
説
明
等

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士
の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま
た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流
の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

1 3 3 8

・支援は特に無いかなと思うが、障害
度合いも人によって異なるので、絶対
必要には感じない。
・参加意向がないのでわからない。

ニーズが少ないため実施はございませ
んが、今後必要に応じて検討いたしま
す。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され
ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることにつ
いて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応さ
れていますか。

9 1 ０ 5
・今後相談して行きたいと思う。
・特にそう言った相談はしたことがな
い。

お気軽に相談いただけるような環境を
整えることを意識しております。お話い
ただいた内容につきましては迅速かつ
適切に対応できるよう努めてまいりま
す。

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて
いると思いますか。

14 ０ ０ 1
・フィードバックは複数人同時間実施
でも場所が分けられている。
・チラシが多く貼ってある。

今後も密接に連携が取れるよう、コミュ
ニケーションを取ってまいります。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に
対して発信されていますか。

11 0 ０ 4 ・メールにて発信あり。

HPに「そら通信」を掲載し、事業所の活
動紹介や、自己評価結果の発信を
行っております。今後も周知に努めて
まいります。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 14 0 0 1 ・特になし。 引き続き、個人情報の取り扱いについ
て十分に留意してまいります。

非
常
時
等
の
対
応

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明
されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

12 2 0 1

・参加したことのあるものとそうでない
ものがある。
・避難訓練はあるが、マニュアルの周
知徹底はいまひとつかもしれない。

各種マニュアルは待合室に備え付けて
あります。また、避難訓練に加え、感染
症や防犯なども職員間でシュミレーショ
ン訓練を行っております。

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必
要な訓練が行われていますか。

13 1 0 1 ・参加したことがある。
・特にない。

定期的に避難訓練を実施しておりま
す。会員の皆様にも参加のご協力をお
願いいたします。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いま
すか 。

13 1 0 １

・裸足になる事業所も多いが、室内履
きを履いて支援を受けられるところが
良い。
・問題なし。

安全管理計画を策定し、社内で研修を
行っております。何かお知らせすべき
事項がある際は、掲示やメール等で周
知しております。引き続き、安全に留意
し支援を行ってまいります。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡
や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思います
か。

10 1 0 4
・小さな怪我でもきちんと教えてくれ
る。
・事故の経験がないため分からない。

事故対応について、マニュアルに定め
社内で周知しております。事故発生時
には迅速かつ適切な対応に努めてま
いります。

満
足
度

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 15 0 0 0
・マンツーマンで手厚くサポートしてく
ださっていて心強い。
・通所が好きだと言っている。

お子さまが安心して過ごせるよう努め
てまいります。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 13 ２ 0 0
・靴を脱いだら楽しそうに走り込んでい
く。
・基本的には楽しいと言っている。

お子さまが楽しんで活動に参加できる
よう努めてまいります。

29 事業所の支援に満足していますか。 13 ２ 0 0

・恐らく、行われている支援に不足はない
と思うので、フィードバック力の改善や個
別の子供への対応に関し具体的に対処
案などが提示してもらえれば、より安心感
を持ってお任せできると感じる。
・全体としてはとても満足をしています
が、そら参観の在り方だけは再考いただ
きたい。

今後とも事業所の運営・支援にご満足
いただけることを目指し、スタッフ一同
尽力してまいります。



（別紙５）

【公表】事業所における自己評価（児童発達支援）

事業所名 スタジオそら鶴見

公表日 　　　　　2026年　3月　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切である
か。

7 0

事前に打ち合わせを行い、最も効率的かつ
効果的な活動を検討しております。

今後もスペースの有効活用を心掛けていき
ます。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であ
るか。

６ 1

予約に応じて配置人数の調整を行っていま
す。

法令上の基準は満たしているので、今後も
職員のスキルアップに努めてまいります。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になってい
るか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフ
リー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

7 0

視覚補助を用いるなど事業所内の構造化
に努めています。情報伝達についてもカー
ドやハンドサイン等を活用し、配慮を行って
おります。

引き続き子どもたちが分かりやすくかつ過
ごしやすい構造化された環境を目指し、適
切な配慮を行ってまいります。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

7 0

毎日の清掃の他、毎月のクレンリネス
チェックで点検を行っています。

引き続き環境整備に努めてまいります。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認
められる環境になっているか 。

7 0

プログラム内容やお子さまの状況に合わ
せ、適宜部屋を分けて使って活動していま
す。

引き続き環境整備に努めてまいります。

業
務
改
善

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)
に、広く職員が参画しているか。

7 0

療育前の打ち合わせ時や終礼時に職員間
でお子様の情報を共有しています。
必要に応じてスタジオ会議を開催し、ケー
ス検討や研修に取り組んでいます

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会
を設けており、その内容を業務改善につなげているか。

7 0

保護者評価を実施しています。頂いた評価
やご意見を元に職員間で話し合い、改善に
つなげています。

職員全体で保護者ニーズを把握し、引き続
き改善に向けて努めていきます。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改
善につなげているか。 

7 0

日々の朝礼・終礼やスタジオ会議等、職員
間で話し合い、改善につなげています。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ
ているか。

2 5

第三者評価は行っておりません。 必要に応じて実施を検討いたします。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人
内等で研修を開催する機会が確保されているか。

６ 1

全社員での研修や、社内研修、スタジオ内
研修、また社内サイトやマニュアル等によ
り、学びの機会を常に設けております。

引き続き社内研修や社外研修に積極的に
参加し、学びの機会を確保してまいります。

適
切
な
支
援
の
提
供

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

7 0

ガイドラインに基づき支援プログラムを作成
し、HPにて公表しております。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計
画を作成しているか。

7 0

社内独自のアセスメントツールを用いて子
どもの課題を分析しております。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任
者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

7 0

複数の職員でケース会議を行い、作成して
おります。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が
行われているか。 

7 0

支援計画に沿った活動を行うよう、研修や
育成を行っております。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた
フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン
フォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。

7 0

社内独自のアセスメントツールの活用の
他、日々の行動観察や保護者からの聞き
取りをもとに行っています。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行
支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏ま
えながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その
上で、具体的な支援内容が設定されているか。

7 0

ガイドラインに沿って、必要な支援や目標
の設定を行っています。本人支援だけでは
なく、保護者や園・学校等に関しても必要に
応じて対応しています。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

7 0

打ち合わせを行い、目標の達成状況を確
認して方針を決めています。前回担当者と
の共有も行い、話し合いながらプログラム
内容を決めています。

引き続き、職員間で意見交換をしながら、
プログラム立案が行えるようにしていきま
す。



適
切
な
支
援
の
提
供

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

7 0

前回の内容なども振り返りながら、飽きな
いよう楽しく取り組める工夫をしています。

固定化が必要な内容については意図的に
行い、お子さまが楽しく活動できるよう工夫
してまいります。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせ
て児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

7 0

基本は個別療育を中心に取り組んでいま
すが、本人やご家族の方からの要望に沿っ
て、集団活動の目標を設定しています。

今後も必要に応じて適宜集団活動も提案
し、計画に沿った支援ができるよう取り組ん
でいきます。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる
支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援
を行っているか。

7 0

朝礼・昼礼を行い、振り返りや注意事項な
どを共有しています。

今後も綿密な打ち合わせを実施し、支援に
活かしてまいります。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われ
た支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

7 0

終礼時に活動の報告、振り返り、保護者と
話した内容などを共有しています。

今後も綿密な打ち合わせを実施し、支援に
活かしてまいります。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善
につなげているか。

7 0

支援手法や達成度が分かりやすいように
留意しながら記録を取っています。

社内独自の手引き等を活用し、適宜記録
の記入方法等を確認できるようにしてまい
ります。

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必
要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

7 0

支援計画の更新時や、その他必要に応じ
て適宜モニタリングを実施しております。

より広く職員が参画できるよう、事前に計画
を立ててモニタリングを実施していきます。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との
会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

6 1

児童発達支援管理責任者を中心にして参
画しております。必要に応じて他の職員も
参画できるよう調整をいたします。

内容については事業所内で共有を行って
いきます。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている
か。

6 1

必要に応じ、相談支援事業所や他事業所、
通園通学先と連携を取っております。

内容については事業所内で共有を行って
いきます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推
進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認
定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

6 1

保護者要望に応じて適宜連携を図っており
ます。

より積極的な連携を図ります。

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との
間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

4 ３

保護者要望に応じて適宜連携を図っており
ます。

より積極的な連携を図ります。

28 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて
スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

２ 5

機会がありませんが、必要に応じて行いま
す。

内容については事業所内で共有を行って
いきます。

29 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他の
こどもと活動する機会があるか。

0 ７

ニーズが少ないため、事業所内での実施
機会がありません。

今後必要に応じて、実施を検討いたしま
す。

30 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状
況や課題について共通理解を持っているか。

７ 0

主にフィードバック時にご家庭・園での様子
等を伺い、共通理解を持つよう努めており
ます

引き続き、密にコミュニケーションが取れる
ように努めてまいります。

31
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援
プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研
修の機会や情報提供等を行っているか。

4 ３

家庭内の状況の聞き取りや、相談へのアド
バイス等、個別に対応しております。また、
HP等で情報発信も行っております。

プログラムとしてのペアレントトレーニング
は実施していないため、今後必要に応じて
検討いたします。

保
護
者
へ
の
説
明
等

32 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明
を行っているか。

７ 0

契約時や変更時、または必要に応じて説
明を行っています。

今後も丁寧な説明に努めます。

33
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こ
どもや家族の意向を確認する機会を設けているか 。

７ 0

作成時に聞き取りを行い、保護者や本人の
要望や意向の確認を行っております。

今後も要望や意向の確認をしながら作成し
てまいります。

34 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保
護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。

７ 0

面談を行い、計画内容の説明・同意を行っ
ております。

今後も丁寧な説明に努めます。

35 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切
に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

７ 0

保護者とのコミュにケーションを密に取り、
相談しやすい関係性の構築に努めていま
す。状況によっては面談の機会を設けてい
ます。

引き続き、保護者との信頼関係が構築でき
るように努めてまいります。

36

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に
より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をし
ているか。

0 ７

ニーズが少ないため、実施機会がありませ
ん。

今後必要に応じて、実施を検討いたしま
す。

37
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整
備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあっ
た場合に迅速かつ適切に対応しているか。

6 1

相談窓口を設置し、掲示の上周知をしてい
ます。契約時にもご説明をしております。

相談や申し入れがあった場合は迅速かつ
適切な対応に努めます。



保
護
者
へ
の
説
明
等

38
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用すること
により、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保
護者に対して発信しているか。

７ 0

HPに「そら通信」を掲載し、事業所の活動
紹介や、自己評価結果の発信を行っており
ます。

今後も情報発信の充実と周知に努めてま
いります。

39 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

７ 0

個人情報書類は鍵付きの書庫で管理して
おります。
また、フィードバック等は他の保護者との距
離をとり実施しております。

今後も個人情報が記載された書類の取り
扱いや、フィードバック時の距離など、十分
に留意いたします。

40
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため
の配慮をしているか。

７ 0

絵カードや文字での提示など、理解度に合
わせた提示の仕方を工夫しています。保護
者の方とは日頃からコミュニケーションを取
るように心がけています。

引き続き、より良い支援ができるように努め
てまいります。

41
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業
運営を図っているか。

1 6

イベント等で地域のお店を利用するなど地
域交流を図っています。ＨＰやＳＮＳで活動
の紹介をするなど、地域や一般の方に向け
ても情報発信をしています。

今後も、地域に開かれた事業所運営がで
きるよう努めてまいります。

非
常
時
等
の
対
応

42
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知すると
ともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

７ 0

各種マニュアルは待合室に備え付けてあり
ます。また、避難訓練に加え、感染症や防
犯なども職員間でシュミレーション訓練を
行っております。

引き続き、訓練等の実施と内容の周知を
行ってまいります。

43 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

７ 0

定期的に避難訓練やその他研修、マニュア
ルの読み合わせ等を行っております。

引き続き、訓練等の実施と内容の周知を
行ってまいります。

44 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確
認しているか。

７ 0

フェイスシートや発作時対応シートを提出
いただき、毎年確認しています。

てんかん等の対応について職員間で周知
できるようにしていきます。

45 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく
対応がされているか。

5 ２

食事の提供はありませんが、アレルギーの
有無・内容についてはフェイスシートに記入
の上ご提出いただいております。

飲食のイベント等は、併せてアレルギーの
有無を確認いたします。

46
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必
要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行わ
れているか。

７ 0

安全計画を策定し、計画に沿って社内で研
修や訓練を行っております。

引き続き、安全に留意し支援を行ってまい
ります。

47 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安
全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

７ 0

熱中症の注意喚起など、何かお知らせす
べき事項がある際は、掲示やメール等で周
知しております。

引き続き、内容の周知を図っていきます。

48 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につ
いて検討をしているか。

７ 0

日々の打ち合わせの中で共有・対応の検
討を行っております。また、ヒヤリハット報
告書を作成しております。

引き続き、安全に留意し支援を行ってまい
ります。

49 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対
応をしているか。

７ 0

定期的に虐待防止研修を実施しています。
また、必要に応じて児童相談所・子ども家
庭支援センターやその他の関係機関と連
携を図っております。

引き続き関係機関との連携を図りつつ、定
期的に研修を実施してまいります。

50
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た
上で、児童発達支援計画に記載しているか。

７ 0

職員に対し、内容周知のための研修を行っ
ています。今年度対象児童は居りません。

今後必要な場合には十分に検討し、丁寧
な説明を行うとともに身体拘束の適正化に
努めます。


